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地域遺産に対する住民の認知・訪問・保全意識から見た

地域運営に関する考察

A Study on Area Management from the Viewpoint of Inhabitants'

A饉樋de toward the Local Hedtage Sites

石 J‖ 宏 之*
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これまでに博物館活動や地域遺産に対する住民

の意識 評価に関する既往研究として、まちかど

博物館に係わる住民の参加への意識形成に及ぼす

要因を捉えたもの 1)や、農村地域における地域遺

産に対する居住者の評価を捉えたもの 2)、 重要伝

統的建造物群保全地区の地域遺産について住民の

認知と訪間の現状を捉えたもの 3)が ぁる。

まち全体をミュージアムに見立てて多くの地域

住民を博物館活動へ促していくことは、自分の地

域に興味を抱き、地域遺産の保全に関心を持つきっ

かけづくりとして必要であると思われるが、今ま

でに認知 訪間 .保全意識の諸関係から地域特性

を分析し、博物館活動への対応について考察した

ものは見られない。

1 研究の背景と目的

近年、住民参加によって多様な地域遺産 (1)を 保

全・活用し、環境学習の場として活かしていくこ

との重要性が高まっている。その試みとしてエコ

ミュージアムは、まち全体をミュージアムに見立て

てネットワーク化し、地域遺産の管理 運営に博

物館活動を取り入れた運動である。今後、地域住

民が地域遺産に対して保全意識を形成し、調査研

究、収集保存、展示教育による博物館活動を展開

することが必要であると思われる。本稿では地域

遺産の管理 .運営に博物館活動を取り入れること

によってネットワーク化し、総合的に遺産を活か

していくことができるものと考え、これを博物館

活動による地域運営と呼び、研究のテーマとする。

日`本学術振興会 特別研究員 Research Felow ofthe Japan sode″ fOr●e Promotlon ofttience
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筆者はこれまでに地域遺産に対して住民の保全意

識の形成に影響を及ぼす要因を捉えてきたがⅢい、

本研究では地域遺産に対する住民の認知 訪間

保全意識との関係から各地域の課題を捉え、地域

遺産を管理 運営するための手がかりを得ること

を目的とする。

2 研究方法と調査概要

(1)考察の方法

考察の手順としては、まず各地域の地域遺産に

ついて知っている人の数 (以下、認知者数とする)

と実際そこに訪間したことのある人の数 (以下、

訪問者数とする)、 保全意識を持つ人の数 (以下、

保全意識者数とする)と の諸関係から地域特有の

遺産とその性質を把握する。次に地域遺産に対す

る住民の保全意識を属性別に分析し、地域の課題

を明らかにしていきたい。

(2)調査対象地の概要

調査対象地は、山形県朝日町と長野県軽井沢町、

表 1 調査対象地の概況

註)ab国勢調査1995年 oぃ(bl d.国勢調査1995

年月990年 (%)o国勢調査1995年の60点以上の人口
比 (%)i国勢調査1995年の一次産業人口比率 (%)

神奈川県川崎市である。選定理由としてこれらの

地域ではいずれも遺産を管理 運営する上で地域

住民が主体となってエコミュージアムを用いてい

るからである。その内容や方法は、生涯学習によ

り楽しく生き生きと暮らせる生活スタイルを推進

している朝日町、青年会議所により地域遺産の保

全活動を展開している軽井沢町、多摩川をテーマ

とし市民活動によって推進されている川崎市、と

様々な取り組み方をしている。今回においては現

実的に構想が進められている行政域内の住民を対

象として調査を行なった。概況を表 1に示す (の。

(3)調査の手法

調査の手法としては、各地で地元住民を交えて

45箇所の地域遺産の選定作業
“
)を実施 し、これ

らの遺産に対する住民の認知 訪間の実態と保全

意識との関係を捉えるために郵送によるアンケー

トを行なった。アンケー ト票の設間は主に以下の

3項目である。①回答者のプロフィール :基礎的

属性 (性 年齢 居住年数
(4))と 日常生活の関

表 2 アンケー トの配付数と回収結果

表3 回答者の基礎的属性

・６

∞

２７

“

“

“

黎1998年 11月住民基本台帳, **1995年 10月住民基本台帳

アイテム カテゴリー 上の人口   χ 回収数 上の人口  % 上の人口  ・ /. 回収致  %
任,1 性

性

男

女
¨
”

“
″

５
，
α

６７

２

・９
，
２

年齢 20～ 29歳

00～39歳

40～ 49歳

50～ 50歳

60歳以上

806    10
929    12
1,呼    13
1.143   15

3,517    45

2012   17
1,αЮ   16
2,"6   19
2`● 1    17

3651    31

241,203

210,275

167.839

164,m
●3,315

日住年致 3年未満

3年 ～10年 未満

10年～204未満

20年以上

４

５

‐１

つ

８

２２

・６

５２

‐４

４‐

２

９２

４５

４２

“

８６

-16-

朝 日11  1 1=■ )ヽ ‖I

'崎
市

プロジェクト名 ■コミ●―ジアム 睡井沢エコミュー

ジアム椰想

多●llエ コミ
ンアム輌想

■人口 (人 ) 0.811 15,91, 1,2,321

■mll(km2) 1967` 158“ 1420〔

、人口奮
=(lkr当

たり, 璽 3a48κ

1人口増減率 (△は澪勁 ‐ 7 △00 囁

、高齢者辛 238

一次違彙職彙者率 323 001

lt■ II`

“

人口  ・. 成人人口  %1:イ寸数 コ1又 致  ・/.回 1ヌ 〒

朝

日

町

輝
輻
螂
郵
一輌
椰
怖
郎
雑

ａ

“

ａ

“

孵

鞭

邸

¨

翻
躍
躍
鍬一劉
欄
鰯
躙一協
慟
躙
躙
螂
躙
鍋
猟

■

井

沢

町

２２
２２
３２
●
ｍ

卿
脚
碑
砕
¨

”
　
“
　
ａ

ｍ

ｍ
　
“
　
”

鮎

川

崎

市

●区

全 体

1lQは    11
1鴫野   16
14240    14
lS G25    15
1■114   16
103864    11

|,口 ]]

'F■
「

]T

'峙
市



第 6号 2002年 3月

心事を記してもらった。②地域遺産に対する住民

の認知と訪問経験 :45箇所の地域遺産について

「訪れたことがある」と「知っているが訪れたこ

とがない」を記してもらった。③保全したい遺産

と理由 :45箇所の地域遺産の中から保全したいも

のを3つ まで選び、理由について 7項 目 (5)の 中

からいくつでもあげてもらった。なおアンケート

調査の対象者は、住民基本台帳に基づき無作為抽

出した成人である。また、補足調査としてエコミュー

ジアム構想に携わっている住民に対しその地域や

地域遺産の特徴について聴き取 り調査を行なっ

た。1995年 10月 と1998年 11月 -12月 にアンケー ト

票を郵送し、1999年 9月 ～10月 に地元住民に対す

る聴き取り調査を行なった。調査の概要を表 2と

3に示す。ただし全体的に回収率が低く、回答し

た人としなかった人との保全意識について差があ

ることも予想されるので、そのことを前提条件と

して考察を行なう
“

)。

3 認知者数・訪間者数・保全意識者数との関係

はじめに、各々の地域遺産に対する認知者数

訪間者数 保全意識者数との関係を明らかにし、

保全意識の高い。)遺産の性質を探る。

(1)認知者数と訪間者数との関係

図 1は地域遺産に対する住民の認知者数と訪問

者数との関係について、仮に地域遺産を3つの種

類に分け「▲文化系」 「◆産業系」 「○自然系」

別に示したものである。その中で認知者数 訪間

者数ともに多いものに朝日町の「○大沼の浮島J

や軽井沢町の「○自糸の滝J、 川崎市の「○等々
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力緑地Jなどをはじめ自然系遺産がどの

地域でも多く見られる。他地域と比べ軽

井沢町の自然系遺産は、全体的に認知者

数・訪間者数とも多い。

また訪間者数は少ないが、認知者数が

多い特有な分布の遺産として朝 日町の

「▲大隈遺跡J(8'と 川崎市の「▲登戸研

究所跡」(')の 文化系遺産が見られた。

これらの認知者数と保全意識者数が多い

理由としては、「▲大隈遺跡Jを テーマ

としたシンポジウムが調査に先立つ1996

年11月 に開催され、新聞や小学 3年生の

Ell読本などにも取 り上げられたことと、

「▲登戸研究所跡」についてはマスメディ

アなどでとりあげられたことから地域住

民への周知がなされたものと思われる。

(2)訪間者数と保全意識者数との関係

図 2は、訪間者数と保全意識者数との

関係を示したものである。保全意識者数

について見ると、どの地域も自然系遺産

に多いが、他に朝日町では産業系遺産、

軽井沢町と川崎市では文化系遺産の中に

多いものがある。そして自然系遺産と文

化系遺産について全般的に訪間者数が多

いものは、保全意識者数も多い。ただし、

訪問者数と保全意識者数との関係を見る

と、「▲大隈遺跡Jと 「▲登戸研究所跡J

は図の左端に位置し、訪問したことはな

口住民に広く親しまれている       団地饉の景撻や雰囲気をかもしだしている
国織術的 構造的価値がある       ロユニークを使われ方 以前と別の贅用法

図3 地域勘壁の保全理由 (複数回答)
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いが保全意識を持つ人のいることを示しており、

多くの人々にその価値が認められているものであ

る。これらは、前述のように訪間者数は少ないが、

情報や教育により多くの住民に認知されている遺

産である。

以上のことから中には訪間によらず情報や教育

により形成されるものもあるが、一般的に地域住

民の保全意識は、訪間経験に影響される傾向に

ある。

(3)地域遺産の保全理由

図 3は地域遺産を3つ の種類に分け、保全意

識者数の多いものから順に並べ、選んだ理由の内

訳を示したものである。自然系遺産の保全理由に

ついて見ると全般に「住民に広く親しまれているJ

や「地域の景観や雰囲気を醸し出している」の占

める割合が大きい。また文化系遺産を見ると全体

的に「歴史的価値がある」の割合が大きいが、

「▲川崎大師Jについては「住民に広く親しまれ

ている」の割合も大きい。

これらのことから地域遺産に対する住民の保全

意識を高めていくには、「住民に広く親しまれて

いるJの価値観を一般の地域繊産の中に見い出す

ことが必要であると思われる。

(4)保全意識者の年齢別の特性

図 4は「▲文化系J「◆産業系J「○自然系J

の地域遺産に対して年齢別に保全意識者数の割合

を見たものである。どの地域も「○自然系J力S最

も高く、年齢が高くなるにつれてその値も高くな

る傾向にある。しかし、「○自然系」を見ると軽井

沢町や川崎市では特に20代の値が高いが、朝日町

ではそうではなく代わりに「◆産業系Jの値が高

い。表 4か ら朝日町の20代の関心ごとを見てみる

と「趣味・娯剰 が最も多く次に「仕事」で、川

崎市の20代では「趣味・娯楽Jの次に「健康」「ス

ポーツ レジャー」「友人」の 3つが多い。これら

のことから「○自然系」に対して川崎市における

20代の保全意識の高さは、「健康Jか ら自然環境

に対する意識の高まりと「スポーツ・レジャー」

を通じて自然に親んでいることによるものと思わ

れる。また、「◆産業系」に対して朝日町の20代

の高さは、中山間地域である朝日町の課題として

地場産業の活性化と若年層の「仕事」への関心の

高さとの関係に見られるものと撃われる。なお、

性別・居住年数と保全したい遺産の種類との関係

は特に見られなかった。

4. まとめ

地域遺産に対する住民の認知 訪間 保全意識

との関係から3地域の特性について以下の点が指

摘できた。

(1)地域特性に応じた保全計画の策定

地域遺産を種類別に分けて 3地域の特性を見て

みると、自然系遺産についてはどの地域住民も認

知者数・訪間者数・保全意識者数ともに多かっ

た。さらに保全意識者数について見てみると朝日

町では産業系遺産、軽井沢町と川崎市では文化系

表4地域住民の関心ごと (複数回答)

朝日町

知人

―ツ レジャー

川崎市

“

・０

■

０

２

９

■

９

５

１０

“

刀

田

“

′

∞

”

“

１０

る

７

ａ

‐４

∞

２

２

“

る

３

■

２

９

６

カ

る

・３

る

■

１

ａ

Ｖ

・５

・２

‐９

”

‐１

・６

・１

９

数字は人数 (人 )、 括弧内は年齢別の回答者総数に対する割合 (%)
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ｏ
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ｏ
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ｍ
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“

“
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“

”
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１９

“

“

ω
∞
０
囲
０
０
０
０
０
０

０

０

０

０

回

０

０

０

０

０

‐４

‐４

■

る

０

・２

３

‐８

０

３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

“

２

４

・１

９

７

８

”

０

０

０

０

０

０

０

０

０

・８

“

・８

４

３

６

・７

０

７
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遺産の中に多いものもあり、地域特性が表れた。

このことから地域特性に応じて保全意識者の多

い遺産から優先的に保全計画を策定していくこと

が考えられる。例えば、山形県朝日町では全般的

に自然系遺産に対し保全意識者が多いが、産業系

遺産についても保全意識者が多いことから地場産

業であるりんご栽培やフインづくりについて活用

することも考えられる。

(2)地域遺産に関する教育プログラムの実施

自然系遺産と文化系遺産について全般的に訪間

者数が多いものは保全意識者数も多いことから、

保全意識は地域遺産を訪れることで芽生えると思

われる、ただし、朝日町と川崎市では訪間によら

ず情報や教育により保全意識が持たれる地域固有

の遺産もあることから保全意識の低い遺産の対応

については地域住民に広く親しまれるような教育

プログラムを実施するなどの対応も考えられる。

例えば、史跡巡りなどを催し多くの人々に足を運

んでもらうことや、その遺産の価値を多くの人々

に知ってもらえるような講演会やシンポジウムな

どを開くことも大切であろう。

(3)若年層の意識を取り込むこと

3地域における保全したい地域遺産の数の平均

値から各年齢層の保全意識を比べると朝日町民の

20ftは産業系遺産に、軽井沢町民と川崎市民の20

代は自然系遺産について高かった。このような地

域差は、若者の関心事の違いにより影響される。

ゆえに若年層の保全意識に地域特性が表れてい

ることから、若年層の意識を取り込んだ地域遺産

の保全活動を推進していくことが大切であると思

われる。例えば、川崎市の20代では自然系遺産に

対し保全意識が高いので緑地公園で自然観察会な

どを催し、参伽を促すことも考えられる。

今回は地域遺産に対する住民の認知 訪間・保

全意識との諸関係から3地域の特性を捉え、博物

館活動を展開するための知見を得た。今後は住民

主体によるエコミュージアムを用いた実践的な博

物館活動について研究を深めていく予定である。

謝辞 本研究を進めるにあたり横浜国立大学の小

滝一正教授並びに大原一興助教授にご指導を頂い

た。また本調査を行なうにあたリエコミュージア

ム構想を推進している関係者の方々にご助力を仰

いだ。ここに記して感謝の意を表したい。なお本

研究の一部は、日本科学協会の平成10 11年度笹

川科学研究助成の補助を受けて実施されたもので

ある。

補註

(1)本稿では地域の動植物財が生息している生

態を自然系、人々が培ってきた社会生活に関

わる動的・不動的財や無形財を文化系、特に

その中で産業界の発展の証拠となる動的・不

動的財を産業系とし、以下それらを総称して

地域清産と記す。

(2)朝 日町は、山形県のほぼ中央部に位置し、

磐梯朝日地区の主峰大朝日岳の東部山麓地域

に開けた中山間地域である。町を流れる最上

川の両岸に広がる河岸段丘は、水田・りんご・

葡萄などの農作物の栽培に適した肥沃な土地

で覆われている。エコミュージアム構想は、

1991年に策定された朝日町第 3次総合開発基

本構想 基本計画から「楽しい生活環境観」

の具現化として自治体と町民組織により推進

されている。これまで国際会議やガイドボラ

ンティアの養成講座などを行なっている。

軽井沢町は、長野県東端に位置し、浅間山

山鷲に広がる高原に開かれた地域である。避

暑地として多くの人々に知られ、年間約750

万人の観光客がスポーツや美術館めぐり、自

然観察など様々な目的をもって訪れている。

軽井沢エコミュージアム構想は、1994年 に

「全国青年会議所 リゾー トサミット」の中で

町の歴史や文化を考慮 しながら将来につな

げ、住み良い、誇りのある郷土づくりをめざ

すために軽井沢青年会議所によって策定され

町民団体により進められている。

川崎市は、神奈川県北東部に位置し、多摩

川に沿った細長い地域である。南東部の臨海

地区には石油化学コンビナートなどの工場が

立ち並び、北西部には多摩丘陵に山林が残っ

―- 20 -
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ている。川崎市制70周年記念事業「地球市民

会議」における「水と緑の分科会」で「市

民 企業市民・専門家・行政のパートナーシッ

プによる多摩川水系の自然環境と歴史 文化

遺産の保全を進めよう」と提言され、これを

契機として1996年多摩川エコミュージアム構

想が市により策定された。構想実現に向けて

市民主体の 7つのプロジェク トチームが活動

を行なっている。

(3)選定作業の手順として、はじめに地域に点

在する遺産を文献 6)7)8)な どから集め、分

類 ‐整理し、リストを作成した。次に市町内

の活動団体とワークショップを行ない、あげ

られたものの中で集計して多いものから順に

45箇所の地域遺産を選定した。また特定の地

区や遺産のカテゴリーが偏らないようにする

ために、後日、住民団体を交えて45箇所の地

域遺産について再検討をしてもらった。なお、

訪間する動機について尋ねたところ憩いの場

所であることや、みんなと交流できるからと

の意見が聴かれた。

(4)朝 日町民と川崎市民に対しては「関心ごと」

を調査項目に付け加えた。

(5)朝 日町民と川崎市民に対しては「保全理由」

を調査項目に付け加え、「′lI崎のエコミュー

ジアムの胎動Jの を参考に7項目にした。

(6)調査対象者は、市町内に在住する成人を住

民基本台帳に基づき無作為抽出した。配布数

は有効回収数約200を 目論見、軽井沢町民の

総人口の約 5%、 朝日町民の成人人口の約

10%、 川崎市民の成人人口の約01%と した。

表 3は回答者の概要を属性別に示したもので

あるが、回収数に関して性別をみると若干多

く女性を回収しており、年齢については20歳

代の回収数が少ない。また、回答者の居住年

数をみると20年以上の占める割合が朝日町>

軽井沢町>川崎市の順に小さくなる。

(7)各地域の遺産について「守り 伝え 広め

ていきたいもの」の回答者数の多いものほど

「保全意識が高い」とした。

(8)大隈遺跡は、土器を伴わない粗雑な打製石

器が発見された所である。

(9)登戸研究所跡は、大平洋戦争時にそこで化

学兵器の開発が行われた所である。
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